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研究成果概要 

大気ニュートリノを用いたニュートリノ振動研究などがきっかけとなって、近年、AMS2 を

はじめ宇宙線フラックスの測定が精密化した。また大気ニュートリノ実験も、例えば質量階

層性の決定を目指した解析など、ますます精密な解析がなされるようになってきている。そ

こで近年の宇宙線データを用いて宇宙線フラックスモデルを再構築し、再度ニュートリノフ

ラックスの計算を行った。 

 

上左図は近年の宇宙線フラックスデータ。上右図は、新しいフラックスモデルと古いモデル

の比較。古いモデルでは宇宙線フラックスは単一の冪で表されていたが、近年の精密なデー

タで冪がエネルギーと共に変化することが判明したので、大気ニュートリノのフラックス計

算中の宇宙線フラックスモデルでも冪を実験データにあわせた。 



 

上図は、新しいフラックスモデルを用いて、また宇宙線ミューオンの測定データに合うよう

に相互作用モデルをチューンした結果をミューオン（左）とニュートリノ（右）について示

したものである。新しい宇宙線フラックスモデルと、ミューオンデータを用いてチューンし

た相互作用モデルの結果、約２ＧｅＶ以下でニュートリノフラックスが１－２％大きくな

り、それ以上の以上のエネルギーでは最大５％ほど小さくなる。 
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